平成３１年度　第１回嘉麻市地域包括支援センター運営協議会会議録
日　　時：令和元年５月２９日（水）１３：３０～１４：３０　　
場　　所：山田生涯学習館　第1，2研修室
出　　席：２名欠席（森委員、古川委員） 
傍聴人数：０人
１．開会の言葉

　　

２．委嘱書交付
３．会長及び副会長の選任について
●委　員：会長に西野委員、副会長に後藤委員の推薦
（全会一致により決定）
　　会　長：西野委員
　　副会長：後藤委員
４．議題（１）高齢者相談支援センターの運営について・・・資料４、５
審議内容

●事務局：

　「高齢者相談支援センター運営について」
資料４「平成30年度事業実績報告」について説明。
1 運営体制
〇職員体制：3職種（保健師　基準3人、主任介護支援専門員　基準3人、社会福祉士　基準3人）
法の基準を満たしている。

〇活動計画：毎週月曜日　センター会議、月1回　全体ミーティングを行い、自立に向けたプランの作成やケアプランチェックの振り返り等の情報の共有化、勉強会を行っている。課題としては、公用車の傷の修理代の支出があることと執務室の整理が今後の課題である。
2 総合相談支援業務　延926件（平成30年度）
・認知症や虐待の相談件数が増加傾向にある。

3 権利擁護業務

・後見人等報酬助成　1件

・成年後見制度における市長申立実績　0件、本人及び家族申立て　2件
・権利擁護相談件数　49件
・虐待対応件数　77件
4 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務（平成30年度）
・地域ケア会議　36回58事例10報告事例
・地域ケア会議助言者連携会議　2回
・地域包括ケアシステム推進会議１回
※市職員向けの地域包括ケアシステム研修会を平成31年4月15日実施。
5 認知症にやさしいまちづくり事業
・認知症サポーター養成講座　受講者　250人　延べ総数　2,359人
・キャラバンメイト養成研修1回（嘉麻市にて開催）
・認知症初期集中支援チーム活動件数　5件
・認知症地域支援推進員　3名
・オレンジサロン数　13か所　開催回数　260回　参加者延べ人数　4,060人
・情報提供シート　24人（平成30年度登録者）　延登録者数　138人
⑥　在宅医療と介護の連携事業
※平成30年度からは、在宅医療・介護連携推進事業を飯塚医師会に2市１町協議して委託
専門向け研修会2回、市民向け講演会1回
⑦　生活支援体制整備事業
（平成28年度から嘉麻市社協に委託し実施中。）
⑧　指定介護予防支援業務

・ケアプラン作成数　10,192件、昨年は10,448件で256件減少している。
⑨介護予防・日常生活支援総合事業（平成29年度から実施）
・自立に向けた支援及びケアプラン作成研修
・住宅改修及び福祉用具の研修　2回実施　29名参加

⑩一般介護予防事業
・出前講座　　実施回数　138回　延参加者数　2,031人
・健口教室　　実施回数　　2回　延参加者数　55人
・お元気ディ教室　実施回数　48回　延参加者数839人
・いきいき運動教室（送迎付き）14回269人（実25人）
・元気でい隊（筋力・口腔・栄養）1クール12回　38人新規利用
運動回数：365回　口腔、栄養回数：0回
　・フレイルサポーター養成講座　実施回数　1回　サポーター数　8人
　・フレイルチェック　実施回数　2回　チェック者数　29人
　・リハビリ等の専門職を活用した事例：37事例
資料５．「平成31年度事業計画」について重点事業のみ説明。
〇認知症サポーター養成講座について
　小学校や警察署、農協等の高齢者対応をする機会が多いの方に講座を開催できるように周知を行い、認知症の方の接し方や地域での見守り方等について学ぶことが出来ます。
〇元気でい隊について
介護認定を持っていない６５歳以上、介護保険の認定結果「非該当」の方が対象で、簡単なアンケートの条件に該当した方に対して、週1回12回コースの介護予防プログラムを受ける事業です。
●委　員：民生委員の活動中市民から、介護保険のデイサービスが使えないと言われた（非該当？）が、何か使えるサービスはないのか。
●事務局：平成31年度高齢者相談支援センターの事業計画の中で重点事業「げんきで隊」というサービスが利用できます。
●委　員：高齢者相談支援センターの事業を市民はあまり知らないと思いますがどのようにお考えですか。
●事務局：地域の集まり（出前講座や民生委員会等）に出向き、高齢者相談支援センターの事業の紹介をしていきます。
　
●委　員：「平成30年度事業実績報告」及び「平成31年度事業計画」について承認
